
2017年6月1日（木）・2日（金）の2日間、「Internet Week ショーケース in 
名古屋」を中京大学名古屋キャンパスにて開催し、約200名の方にご参加いた

だきました。同時にストリーミングでも最大視聴数が120になるなど、私たちの当
初の想定より多くの方に集まっていただき、好評のうちに終えることができました。

本稿では、開催に向けた若干の裏話（!?）と参加者からいただいたお声を、運営サイドの視点でお届け
します。

 Internet Week ショーケースを
 名古屋で初開催特集

2Special  Ar t ic
le

江崎：
元々経済はグローバルなものなのに、
国のお金を作るために国際貿易とい
う概念を作り出して、その時に経済主
導から国が前提となった。そうやって
ずっと続けてきたのに、それがイン
ターネットの登場で崩れてしまった。
崩れてしまったのだから、組み替えな
いといけない。例えて言えば、昔はイ
ンターネットが電話のインフラを借り
ていたんだけれど、今では逆。全然変
わった。また別の例で言えば、ビット
コインには国が出てこない。特定の政
府機関に依存しない。これはまさにイ
ンターネットそのもの。だから銀行は
もの凄く警戒している。なぜなら、彼
らはインターネットがいかに自分たち
の脅威となったかを知っているから。

みんな、前提に基づいた機構を作る
のに苦労していると言えるんじゃな
いかな。

インターネットの世界って生きづらくなっている？

江崎：
やることは増えてきているけど、生きづらいというよりかはエキサ
イティングになってきているかな。昔はお金のことなんて考えずに
のんびりやっていたが、今はインターネットは社会の中心であり、ビ
ジネス的にも大きな存在。使命感を感じると同時に、それが楽しく
もある。

これはJPNIC自身にも言えるんだけれど、これまではISPだけ見て
いればよかったのが、今ではASPも重要だし、これからはIoTや
フィンテックも重要になる。これまでとは異なる業界の人達ともど
うやって運用していくのかというポリシー議論が必要になってく
る。これまでとは違って、関係する人の数が遙かに多くなってきて
いるけれど、これを怠ると良くないことが起こることがみんなわ
かっているはず。例えばIoTのセキュリティ。これは彼らにきちんと
インプットできなかった僕らの責任もある。彼らが困ると、結果とし
て社会全体が困ってしまう。

前村：
ええ、今は楽しい時なんじゃないかと思いますね。2年前、IANA監
督権限移管に関連して、国連会議の場で各国の政府代表に会って
意見表明をすることになりました。まさか国連の場に自分が立っ
て、インターネットはこうあるべきだということを理解してください
と、自分たちの考え方を伝える日が来るとは思いもしませんでした
ね。我ながら凄いところまで来ちゃったなという感じです。

奥谷：
私も面白い時期だとは思います。我々技術コミュニティの人間が今
までやってきたやり方だけではダメで、いろいろ擦り合わせていか
ないといけません。インターネットはこれまで技術者中心でしたが、
その良さを活かしながらどう実社会に適用していけるのか、考えて
いかないといけないと思っています。

グローバルアリーナで活躍する日本人として
やるべきこと、やれること

江崎：
一つはIPv6のグローバルディプロイメント。これはこれからが本格
的な時期。もうデュアルスタックなんて止めて、これからはシングル

スタックにした方が良いよねという話がある。こういう情報をきち
んとインプットしていかないと、日本の情報産業が出遅れて死んで
しまうかもしれない。もう一つはセキュリティ。幸い、日本ではセ
キュリティドキュメントを政府レベルで議論することができたけど、
産業界にはまだまだ。これもきちんとやっていかないといけない。

奥谷：
IPv6に関してはそうですね。米国では事例検証により、IPv6ネイ
ティブの方が運用コストなども含めてビジネス上のメリットがある
という結果も出てきています。これが日本にも当てはまるのかはと
もかく、そういう実例があることは知らせていきたいですね。

日本は現在に至るまでにいろいろ苦労してきましたが、そういった
経験をこれから成長していくアジアに対して発信していって、彼ら
の手助けをできると嬉しいです。ポリシー議論でもガバナンスで
も、日本からの声は小さいんですよね。でも、声が小さいだけでい
ろいろなことをきちんとやっています。それを知ってもらいたいで
すし、私たち以外の人も声を挙げていって欲しいと思っています。

前村：
2人の壮大な抱負と比べると少々小さい話になるんだけど、私はき
ちんと理事会の中で仕事をしていきたいですね。文化を掴んで影響
力をもう少し出していきたいです。そういったことに取り組みつつ、
一つ頭の中にずっとあるのが、日本人がもう少しグローバルな場に
出て行けるようにならないかなということ。日本人以外と話してみ
ると、日本というだけで好感を持たれてるんですよね。「バランス感
覚がある」とか「仕事をしっかりやってくれる」とか言ってくれるん
です。そういう意味で、日本人はもう少し自信を持っても良いと思
うんですよ。国際社会の場で、「日本人の言うことは良い線いって
るよね」とか「日本人となら話が早い」と言われるようにしていき
たいですね。

自分はこの業界で仕事をし始めてからある意味ずっと、インター
ネットがきちんと動くようにという調整仕事を続けているわけです
けど、働く場は変わっても、やっていることは本質的には変わりま
せんね。自分が正しいと信じること、みんながこうあるべきだとい
うことを、対話を通じて擦り合わせているだけです。もちろん、相手
の方が正しいと認めれば、自分の考え方を改めます。内容が高度化
はしていますが、やるべきことはこれまでと同じです。

基調講演の
「“つながるクルマ”の情報プラットフォーム」

懇親会での
ライトニングトーク

懇親会の様子

■開催に至るまで

ショーケースと言ってもピンとこない方もいらっしゃるかもしれませ
ん。私たちが思い描いたのは、いわゆる発表会的な趣きで、毎年晩
秋に東京で開催しているInternet Weekの全プログラムの中から、
参加者から特に好評だったもの、ニーズが多かったものをコンパクト
にまとめたカンファレンスをやりたいねということでした。それを
チームとして半ば本気で考え出したのは、Internet Week 2016が
終わった昨年末、しかし実際に具体的な検討に入ったのは今年に
入ってからでした。

「情報が東京にばかり集中している」というお声をよくいただきま
す。加えて、「Internet Weekでは、ネットワークの基盤技術につい
てよい情報が発信されているが、それをネットワークの関係者だけ
でなく、システムインテグレータや企業のネットワーク管理者、はた
またWebアプリの開発者などにも届ける必要性がますます高まっ
ている（しかしそれができていない……）」ということも常々言わ
れていました。

そのため、「Internet Weekなんてそもそも知らない」方に向け、

基盤技術の重要性を理解してもらうイベントを、東京ではない地域
で開催し、そしてもちろん、その地域に在住していない全国の誰もが
気軽に参加できるよう、ライブ中継してみよう！というのが、今回の
チャレンジであり、コンセプトでした。

しかし、「こんな風にやってみたい」というアイデアはあっても、自分
のホームグラウンドではない場所で、一定規模以上のカンファレンス
を企画するには、土地勘も相場観も乏しいと言わざるを得ず、なか
なか勇気がいります。

Internet Weekの参加者属性からは、東海地域は事業者が多いに
も関わらず、参加者数で見るとそれほどでもないことがわかってい
ました。そのため、このポテンシャルが感じられる地域の事業者のみ
なさまに、まずは実施に向けたアンケートを行ったところ、回答と併
せて中京大学から、会場や運営協力のお申し出をいただきました。
とても心強く、この時から、開催に向けた準備がようやく音を出して
回り始めた感がありました。

また中京大学に会場が決まったことで、地元の事業者の方々にも協
賛や後援という形で、告知などにご協力いただきました。この場を
借りて、あらためてお礼申し上げます。
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■プログラム ■懇親会

また1日目の夕刻に、中京大学の学食をお借りして懇親会を開き、
50名ほどの方と楽しい交流の時間を持つことができました。学食に
足を踏み入れるのはウン十年ぶりであり、ワクワクするような気恥ず
かしいような、自分の学生時代をみんな心の片隅にどこか懐かしく
思い出したんじゃないかと思います。

中京大学学長の安村仁志先生に乾杯のご発声をいただきましたが、
「自分はネットワークについて門外漢だが、今回のイベントでは“つな
がり”というキーワードが数多く聞かれたのが印象的だった。今日は
みんなでお寿司、とりわけ鉄火巻きとガリを食べましょう。なぜな
ら、鉄火=ツナ、そしてガリだから」という駄洒落を聞いて、一気に緊
張も解けました。

懇親会の場で行われたライトニングトークでも、インターネットコミュニ
ティを形成する四つの団体からお話をいただき、盛り上がりました。

■参加者アンケート

参加者からのお声を聞くための「アンケート」ではありますが、オン
ライン型は回答率が落ちるのでは……と懸念し、通常のInternet 
Weekは紙でお願いしていました。しかし今回は、ライブ中継での参
加者もいるため、オンラインで回収することにトライしてみました。

結果として約半数の方から回答があり、紙で回収するほどの率には
もちろん至らないものの、「回答率、そこまで悪くない」という実感
を得ました。特にオンライン参加者は回答しやすいのか、オンサイト
参加者の回答率の方が低めでした。

また今まで、紙のアンケートで自由記述欄にあまり多くの回答を得ら
れた経験がなかったのですが、今回のアンケートでは、予想外にたく
さんの意見を記載いただきました。代表的なものを少し紹介します。

   ・名古屋で開催してくれてよかった
   ・地域でやる取り組み自体がよい、このイベントを続けて欲しい
   ・ライブ中継がありがたかった、すごくよかった
   ・無料でやることが不思議なほど充実した内容だった
   ・セキュリティのことが包括的に勉強できた
   ・平日だと業務都合で全部には参加できない。
      週末を入れる、録画を公開するなどして欲しい
   ・通常のInternet Weekも、このようにストリーミングで
     参加できるセッションがあるとよい

ここに取り上げなかった意見も、どれもなるほどなというものでし
た。ご要望いただいても実装できないことも多く歯がゆいこともある
のですが、今回のように、数字だけでなく、ポジティブな意見を数多
くいただけたことは、チーム全体として大変励みとなりました。

■おわりに

初のショーケース、手探り状態から始めましたが、多くの方のご
協力があって、有意義なイベントにすることができました。これ
を弾みに、また来年も継続したいと考えています。もし開催にご
興味のある方がいらっしゃいましたら、iw-info＠nic.ad.jp まで
お知らせください。

さてInternet Week 2017は、11月28日（火）～12月1日（金）に
東京・浅草橋で開催します。今回の経験も生かして、また楽しい1週
間にしていきたいと考えていますので、本家Internet Weekもど
うぞよろしくお願いいたします。

                                    （JPNIC インターネット推進部 根津智子）

【URL】 https://www.nic.ad.jp/sc-nagoya/

Q. 毎年11月に東京で開催している通常のInternet Weekに参加したことはありますか？

IWSC登録者

IWSC参加者
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基調講演
“つながるクルマ”の情報プラットフォーム

基盤技術を見抜く力を
～ プログラムの聴講にあたって ～

講演者:高田 広章
            （名古屋大学 未来社会創造機構 教授）

講演者:中島 智広
            （日本DNSオペレーターズグループ
              (DNSOPS.JP) / 
              NRIセキュアテクノロジーズ株式会社）

講演者:岡田 雅之（JPNIC）

高田 広章

実践インシデント対応
-侵入された痕跡を発見せよ-

講演者:竹田 春樹
            （一般社団法人JPCERTコーディネーションセンター(JPCERT/CC) 
             分析センター マネージャー）

DNS運用の「見抜く」を探る
～ セキュリティを考える際のポイントと
               最近のインシデント事例から ～
講演者:森下 泰宏
            （株式会社日本レジストリサービス
                      広報宣伝室 技術広報担当）

森下 泰宏

昨今の標的型攻撃との向き合い方
講演者:佐藤 元彦
            （伊藤忠商事株式会社 /国立大学法人千葉大学）

Webサイトを守るために
わたしたちができること

講演者:徳丸 浩
            （EGセキュアソリューションズ株式会社） 徳丸 浩

企業のDDoS対処戦略 Reloaded

講演者:中島 智広
            （NRIセキュアテクノロジーズ株式会社）

中島 智広

今さら聞けない
IPアドレスとドメイン名
～ 見抜く力の基礎知識 ～

講演者:角倉 教義（JPNIC） 角倉 教義

ルーティングアワー（1）
ルーティングにおけるマインド
～ 各国事情の違いに基く相互信頼の関係 ～

懇親会

講演者:松崎 吉伸
            （株式会社インターネットイニシアティブ） 松崎 吉伸

中島 智広

岡田 雅之

ルーティングアワー（2）
相互信頼を脅かすもの
そのつながらないルーティグかも
～ ルーティングの今を見抜く ～

ドメイン名のライフサイクルマネージメント

改めて考える適材適所のDDoS対策
～ まだDDoSで消耗しているの？ ～

講演者:原 孝至
            （株式会社インターネットイニシアティブ）

原 孝至

事業者にいま求められる取り組み
～ 技術、運用、考え方 ～

講演者:矢萩 茂樹（BBIX株式会社）

DDoS時代の対外接続
～ BGP運用者、そしてIXPからみたベストプラクティス ～

講演者:岡田 雅之（JPNIC）

講演者:石田 慶樹
           （日本ネットワークイネイブラー株式会社）

DNSアワー ～ DNSの見抜く力を～

講演者:松崎 吉伸
            （株式会社インターネットイニシアティブ）

岡田 雅之

石田 慶樹

其田 学

米谷 嘉朗

権威DNSと可用性

講演者:其田 学
           （Internet Week 2016プログラム委員/
              株式会社インターネットイニシアティブ）

ルートゾーンのKSKロールオーバーについて

講演者:米谷 嘉朗
           （株式会社日本レジストリサービス）
講演者:末松 慶文
           （九州通信ネットワーク株式会社）

D a y  1 2017年6月1日（木）

インターネットの基盤技術を見直す

D a y  2 2017年6月2日（金）

インターネットに不可欠なセキュリティを見直す

末松 慶文

【共催】 中京大学

Internet Week ショーケース in 名古屋 開催概要

【会場】 中京大学 名古屋キャンパス 図書館・学術棟（1号館）
           愛知県名古屋市昭和区八事本町 101-2

【会期】2017年6月1日（木）～2日（金）2日間

【参加費】  セミナー：無料　懇親会 ：実費 

【お問い合わせ】Internet Week 事務局 （JPNIC内）　
                         iw-info＠nic.ad.jp

【後援】 ICT教育推進協議会（ICTEPC）
           ISACA名古屋支部
           一般財団法人インターネット協会（IAjapan）
           （ISC）2

           一般社団法人 JPCERTコーディネーションセンター（JPCERT/CC）
           一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会（JAIPA）
           日本 DNSオペレーターズグループ（DNSOPS.JP）
           日本ネットワーク・オペレーターズ・グループ（JANOG）

【協賛】 株式会社日本レジストリサービス
           株式会社 SRA
           株式会社コミュニティネットワークセンター
           中部テレコミュニケーション株式会社
           日本インターネットエクスチェンジ株式会社
           Nominum, inc.

【企画】 Internet Week ショーケース in 名古屋 プログラム検討チーム

【主催】 一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター

【交通アクセス】
http://www.chukyo-u.ac.jp/information/access/h1.html 
【キャンパスマップ】
http://www.chukyo-u.ac.jp/information/facility/g1.html 

 セミナー：3階 清明ホール    懇親会：  2階 学食レオーネ
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